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第55回日本化学会賞，Thomson Scientific Research 
Front Award 2004，2008年有機合成化学協会高砂














































































前期（理系） 55 239 220 218 56
文 学 部 前　　期 220 738 738 722 227 227
教育学部
前期（文系） 50 191 191 187 52
62
前期（理系） 10 41 41 40 10
法 学 部 前　　期 320 876 876 857 330 330
経済学部
前期（一般） 180 575 575 567 190
241前期（論文） 25 117 88 87 25
前期（理系） 25 110 110 105 26
理 学 部 前　　期 311 892 871 867 319 3 316
医 学 部 前　　期 250 605 584 572 264 5 259
薬 学 部 前　　期 80 213 213 209 83 83
工 学 部 前　　期 955 2,507 2,506 2,475 975 1 974
農 学 部 前　　期 300 876 876 871 316 316
合　　　計 2,846 8,320 8,155 8,042 2,940 9 2,931
平成２２年度入学試験諸統計






































医 学 科 前期 107 303 282 279 109 109
人間健康科学科 前期 143 302 302 293 155 5 150
看護学専攻 前期 70 143 143 139 75 4 71
検査技術科学専攻 前期 37 81 81 78 39 39
理学療法学専攻 前期 18 37 37 35 20 1 19
作業療法学専攻 前期 18 41 41 41 21 21
薬学部 前期 80 213 213 209 83 83
薬 科 学 科 前期 50 124 124 121 53 53
薬 学 科 前期 30 89 89 88 30 30
〈工学部・農学部学科別内訳〉



















地球工学科 前期 185 485 485 480 190 190
建 築 学 科 前期 80 229 228 226 82 82
物理工学科 前期 235 572 572 561 238 238
電気電子工学科 前期 130 381 381 376 133 1 132
情 報 学 科 前期 90 221 221 219 92 92
工業化学科 前期 235 619 619 613 240 240
農学部 前期 300 876 876 871 316 316
資源生物科学科 前期 94 －－－ 97 97
応用生命科学科 前期 47 －－－ 49 49
地域環境工学科 前期 37 －－－ 40 40
食料・環境経済学科 前期 32 －－－ 34 34
森林科学科 前期 57 －－－ 60 60







総 合 人 間 学 部 前　期
（文　　系）    750 点  572.00 点  475.00 点  497.04 点
（理　　系） 800 556.75 401.00 449.42
文 学 部 前　　　　期 750 584.53 488.45 515.86
教 育 学 部 前　期
（文　　系） 900 682.01 583.06 612.13
（理　　系） 900 658.78 591.66 608.23
法 学 部 前　　　　期 750 606.85 492.40 523.50
経 済 学 部 前　期
（一　　般） 800 621.30 526.40 555.24
（論　　文） 600 391.66 334.66 354.82
（理　　系） 950 714.00 584.60 640.22
理 学 部 前　期
注 1 650 535.00 361.00 403.51
（数理 30 位）注 2 （400） （358.00） （296.00） 　






  1,300 点  1,080.98 点  900.86 点  964.01 点
人間健康科学科看護学専攻 1,200 867.86 648.16 711.02
人間健康科学科検査技術科学専攻 1,200 891.06 723.03 776.81
人間健康科学科理学療法学専攻 1,200 867.76 751.43 795.75
人間健康科学科作業療法学専攻 1,200 870.33 687.60 731.95




薬 科 学 科
前　　　　期
 950 点  737.85 点  574.28 点  626.80 点
薬 学 科 950 686.90 560.11 607.76




地 球 工 学 科
前　　　　期
 1,000 点  723.08 点  523.40 点  581.50 点
建 築 学 科 1,000 775.90 551.80 604.57
物 理 工 学 科 前　期
（ 配 点 Ａ ） 1,000 704.11 559.70 610.41
（ 配 点 Ｂ ） 1,000 825.33 698.66 729.30
電気電子工学科
前　　　　期
1,000 814.00 547.53 603.44
情 報 学 科 1,000 728.55 526.40 594.74
工 業 化 学 科 1,000 743.08 540.58 595.32
農 学 部 前　　　　期 1,050 837.58 620.23 673.36
注 1： 最高点は合格者のうち総点が最も高い者の得点である。最低点は合格者のうち順位が最下位であった者の得点である。平均点は合格者の総点の平均点
である。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































22．3 卒 21．3 以前卒 22．3 卒 21．3 以前卒
総 合 人 間
学 部
人 人 人 人 人 人
579 346 233 123 72 51
認  10 認  1 認  9 認  2 認  2
59.8% 40.2% 58.5% 41.5%
文 学 部
738 480 258 227 137 90
認  5 認  3 認  2 認  1 認  1
65.0% 35.0% 60.4% 39.6%
教 育 学 部
232 149 83 62 39 23
認  2 認  2
64.2% 35.8% 62.9% 37.1%
法 学 部
876 569 307 330 212 118
認  8 認  2 認  6
65.0% 35.0% 64.2% 35.8%
経 済 学 部
802 522 280 241 137 104
認  11 認  3 認  8 認  1 認  1
他  2 他  2 他  1 他  1
65.1% 34.9% 56.8% 43.2%
理 学 部
892 571 321 316 205 111
認  5 認  2 認  3
64.0% 36.0% 64.9% 35.1%
医 学 部
医 学 科
303 163 140 109 71 38
認  1 認  1
他  1 他  1
53.8% 46.2% 65.1% 34.9%
医 学 部
人間健康科学科
302 214 88 150 110 40
認  3 認  1 認  2
70.9% 29.1% 73.3% 26.7%
薬 学 部
213 143 70 83 56 27
認  2 認  1 認  1
67.1% 32.9% 67.5% 32.5%
工 学 部
2,507 1,654 853 974 627 347
認  14 認  7 認  7 認  1 認  1
他  1 他  1
66.0% 34.0% 64.4% 35.6%
農 学 部
876 586 290 316 184 132
認  1 認  1
66.9% 33.1% 58.2% 41.8%
合 計
8,320 5,397 2,923 2,931 1,850 1,081
認  62 認  21 認  41 認  5 認  2 認  3
他  4 他  3 他  1 他  1 他  1
64.9% 35.1% 63.1% 36.9%
〔外国学校出身者のための選考に係る入学資格取得年別調（外数）〕






21.4～22.3卒 21．3以前卒 21.4～22.3卒 21．3以前卒
法 学 部





93.1% 6.9% 100.0% 0.0%























































































































































St. Gallen Symposiumは，毎年 5月にスイスのSt. Gallenで開催され，世界各国の指導者や学生等が多く集い，






























































































リ （ーVBL）とHEC Paris Executive MBAは，VBLと
京都大学周辺のホテルにおいて，「エグゼクティブ・
イノベーション・ダイアローグ2010」を開催した。






















































17，18日 に 開 催 予 定 の“The 9th AEARU Web 
Technology and Computer Science Workshop”に
ついて，概要の説明があった。
（国際部）
理事会参加大学代表集合写真
理事会で発言する松本総長
（ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー）
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１．はじめに
本拠点は，平成19年度に京都大学のグローバル
COE（人文科学）として採択され，現在５年計画
の４年目を迎えています。左上のロゴマークは，
著名グラフィックデザイナーにして本学学術情報
メディアセンター客員教授の奥村昭夫先生の手に
なるものであり，拠点のテーマである「有能感・
達成感・生命感が合わさって幸福感（心が活きる
状態）が生まれる」という様子を，３つの色が重な
り合う中心に白い空間が生まれることで表現して
います。拠点のホームページ（http://www.educ.
kyoto-u.ac.jp/gcoe/）には，そのアニメーション
も用意しています。ホームページには，私どもの
活動の詳細を公開していますが，ここではその中
心的な部分をかいつまんでご説明します。
２．拠点形成の目的
幸福は，学術活動を含む人間のあらゆる営みの
目標でなければなりませんが，現実の世界は幸福
の達成からは程遠いと言わざるを得ません。教育
という営みを，ここでは学校教育よりも広いもの
と捉えていますが，人間の幸福の達成に役立てる
にはどうしたらよいのでしょうか。
たとえば，最近，フィンランドの教育の素晴ら
しさが頻繁に取り上げられています。OECDが世
界41カ国の15歳生徒を対象に実施したPISA調査
において，フィンランドは数学・科学・読解力・
問題解決のすべてでトップクラスの成績でした。
この成果は，教師の質が高く，平等と機会均等が
重んじられ，生徒が自ら考え学ぶことを基本とす
る教育制度に負うところが大きいと伝えられてい
ます。ところが，これほど素晴らしい教育体制の
もとでも，学校をめぐる事件からは免れることが
できません。2007年11月にヘルシンキ郊外の中学
校で死者14人を出す銃乱射事件があり，2008年 9
月にはヘルシンキ郊外の職業訓練学校で死者11人
を出す銃乱射事件が続きました。教育が人を幸せ
にするにはどうすればよいのでしょうか。
グローバルCOEプログラム紹介
プログラム名称：心が活きる教育のための国際的拠点 
拠点リーダー：教育学研究科教授　子安　増生
申請分野：人文科学　　研究分野：心理学・教育学
申請部局： 教育学研究科，文学研究科，人間・環境学研究科，高等教育
研究開発推進センター，こころの未来研究センター
図１ 　拠点がカバーする分野
3216
京大広報 2010.6　No. 657
京都大学の心理学系教員と教育学系教員が有機
的に連携し，問題の解明を目指す「実証学」，問題
の理解を深める「臨床学」，問題の解決を実行する
「実践学」という３つの知の分野から「心が活きる
教育」のあり方を探ることが本拠点の目的です 
（図１）。
３．拠点の構成
本拠点では，出発点に図２のような仮説を立て
ました。
人間は，教育というものを通じ，知識と技能を
獲得することによって「有能感」を得，自然や社会
とつながることによってこの世界に生きていると
いう「生命感」を得ます。この２つを一定の目標に
向け十分に発揮することによって，何かをなしえ
たという「達成感」が得られ，そこに「幸福感」も感
ずることができます。反対に，このリンクの一部
あるいは全部がうまく機能しないとき，様々な問
題が起こってきます。では，教育はどのようにし
て不全感を幸福感に転ずることができるのでしょ
うか。そのことを，次の４つの研究ユニットを中
心に研究しています（図３）。
A． 基礎過程：「心が活きる」とはどういうこと
か，逆に「心が活きていない」状態とはどの
ようなものか，その基礎過程について研究
しています。
B． システム：「心が活きる」ために必要な社会
の制度設計と，それを社会に説明し，実際
に運用するシステムについて研究を行って
います。
C． サポート：「心が活きる」ために有効な心理
的サポートや教育的かかわりについて，臨
床的アプローチなどによる研究と実践を
行っています。
D． 「心が活きる教育」のあり方を評価する尺
度の包括的検討を行うと共に，欧米やアジ
アの国々で「幸福感の国際比較調査」を実施
しています。
４．国際的拠点形成と情報発信
国際拠点ネットワーク形成活動として，京都大
学を世界中の心理学・教育学の研究者が研究の発
展を求めて集まる拠点とすべく，米ミシガン大学，
図３　拠点の実施体制のイメージ図
図２　心が活きる教育
図４　世界の学術交流協定機関等との連携の進捗
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英ランカスター大学，中国中央教育科学研究所，
北京師範大学，独ベルリン自由大学，英ロンドン
大学教育研究所などの世界的研究機関との学術交
流協定に基づく教育・研究活動をさらに活発に展
開し，国内外の優れた研究者の雇用・招聘，若手
研究者の派遣・招聘，諸外国への積極的な情報発
信を行っています（図４）。
５．人材育成プログラム
グローバルCOEの重要な柱である有為な人材
の育成については，図５・図６のようなプログラ
ムを用意しています。
Ⅰ． 専攻や課程の壁を越えて幅広い視野を持つ
研究者を養成するために，カリキュラム編
成と論文指導体制の整備を拠点全体で
行っています。
Ⅱ． 大学院生が研究室相互訪問に参画する
“Exchanging Laboratory Program”（EX
ラボ）を毎年９月頃に実施しています。
Ⅲ． 世界的研究機関との学術交流協定に基づく
留学を支援し，国際学術誌投稿と国際学会
発表をサポートしています。外国人講師が
実施する外国語による授業科目「国際教育
研究フロンティア」も毎年複数科目を開講
しています。
Ⅳ． ポスドク研究員（４人），助教（４人）を公募
により採用しました。助教の１人は国際公
募を行い，ドイツ人研究者を採用しました。
Ⅴ． 大学などの研究機関だけでなく，官庁・企
業の心理学・教育学関連職や，シンクタン
ク，各種医療関連職に就職できるよう啓発
しています。
また，20歳代～30歳代の助教を対象とする「若
手教員支援研究費」，博士課程大学院生対象の「海
外留学資金」，「大学院養成プログラム研究費」，「研
究開発コロキアム」経費を毎年公募し助成してい
ます。
６．これまでの活動の成果
毎年報告書を刊行するほか，外部評価（平成20
年度）および中間評価（平成21年度）を受けました。
グローバルCOEプログラム委員会による中間評
価（平成21年11月）においては，「現行の努力を継
続することによって，当初目的を達成することが
可能と判断される」という高い評価を受けること
ができました。また，ユニットが連携して行う研
究成果公開のひとつの姿として，『心が活きる教
育に向かって－幸福感を紡ぐ心理学・教育学』（ナ
カニシヤ出版）を編集し，2009年 6 月に刊行しま
した。
あと２年足らず，所期の目標に向かって邁進す
る所存です。
（教育学研究科教授　子安　増生）
図５　教育実施計画
図６　若手支援プログラム
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
